Design Wave Magazine 編集 部 で は ,「 Design Wave 設 
計 コ ン テ ス ト 2007」 を 実施 し まし た . 2006 年 11 月 号 
( 2006 年 10 月 10 日 発売 ) で コン テス ト の 告知 を 行い , 
2007 年 1 月 26 日 に 応募 を 締め 切り まし た . 課題 は , 64 点 
高速 フー リ 工 変換 回 路 で す . 仕様 に つい て は 本 誌 2006 年 
11 月 号 の pp.143- 155 で 詳し く 解説 し て いま す . 


1. Professional 部 門 の 結果 | 


速度 , ゲー ト 規模 , ユニ ー ク 性 , 実現 性 の 四 つ の 点 か ら 
評価 を 行っ た 結果 , 社会 人 を 対象 と する Professional 部 門 
の 入賞 者 を 以下 の と お り に 決定 し まし た. 


e] 位 石井 康雄 
e2 位 匿名 
e3 位 チー ム き ろ ん 稲垣 博彦 , 音 田 良 博 , 篠原 慈 明 ) 
( 敬称 略 ) 
今回 は , 課題 で 示さ れ た RADIX-4 基底 4) バ タフ ライ 演 
算 に よる 回 路 を 採用 し た 方 が ほとん ど で し た. 課題 で 示さ 
れ た 方 式 を その まま 使い , チュ ー ニ ング を 行っ た だ け の 設 
計 で は , 本 コン テス ト で は 高い 評価 を 得る こと は で きま せ 
ん . と は いえ , オリ ジ ナ リティ さえ あれ ば よい と いう わけ 
で も な く , 既存 方 式 に 対す る 優位 性 が な けれ ば 意味 が あり 


ジン 


琉球 大 学 工学 部 和田 知久 氏 


34 Design Wave Magazine 2007 Moy 


ませ ん . 方 式 を 決め る に 当たっ て の 判断 を , レポ ー ト で い 
か に アピ ー ル する か も 重要 で す . 

第 1 位 の 石井 氏 の 設計 は , 乗算 回 路 を 削減 する た め に 
RADIX-4 バ タフ ライ 演算 と RADIX-2 バ タフ ライ 演算 が 混 
在 す る Sphit-RADIX 方 式 を 採用 し まし た . また , 演算 時 に 
必要 な バッ ファ ・ メ モリ の 利用 効率 を 上 げ る た め , 独自 の 
ソフ トウ ェ ア を 作成 し て ステ ー ト ・ マ シン を 設計 し まし た . 

第 2 位 の 設計 は , 乗算 回 路 の 規模 を 削減 する た め に , 定 
数 と の 乗算 だ け で FFT 回 路 を 実現 する 方 式 を 考案 し まし 
た . FEFT と いう すでに 洗練 され た 演算 に 対す る 方 式 と し て 
は 独自 性 が 高く , 設計 の アプ ロー チ に つい て 高い 評価 を 得 
まし た . し か し , 既存 の 方 式 に 対す る 優位 性 が 見 られ な 
か っ た の が 残念 で し た. 

第 3 位 の チー ム き ろ ん ぼ の 設計 は , 回 路 の 実用 性 や レポ ー 
ト の 完成 度 が 高く , 評価 で きま し た . し か し , 設計 に あたっ 
て の 目標 値 が 高く な か っ た た め , 応募 作品 の 中 で は , 最高 
の 評価 と は な り ま せん で し た. 

賞品 と し て , 第 1 位 の 石井 氏 に は , 発表 会 講演 を 兼ね た 
2 泊 3 日 の 沖縄 旅行 の ほか , 副賞 の Windows Vista 対 応 
ノー ト ・ パ ソコ ン ( NEC LaVie L PCLL750HG) が , 第 2 
位 に は 32V 型 LCD テ レビ ( 三菱 LCD-H32MX60) が , 第 3 
位 の チー ム き ろ ん ぼ に は , デジ タル ・ カ メラ ( ニコ ン 
COOLPIX L11) が 贈ら れ ま し た. 
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Professional 部 門 第 1 位 の 石井 康雄 氏 Student 部 門 優勝 の チー ム 日 本 正 産 廣 本 正之 氏 , 日 向 文彦 氏 ) 


LSI デ ザイ ン ・ コ ン テ 
スト in 沖縄 2007 
最終 発表 会 発表 者 お 
よび 審査 貞 の みな さん 


Student 部 門 準 優勝 の チー ム VR46G 左 か ら 3 番目 より Yan Syafri 
Hidayat 氏 , Ade Irawan 氏 , Muh Syafiq Irsyadi 氏 ) と 審査 員 左 よ 
り 東京 大 学 藤田 昌弘 氏 , 大 阪 大 学 谷口 研二 氏 , 一 番 右 Institut 
Teknologi Bandung の Sarwono Sutikno 氏 ) 


'2。 udent 閣 1 


琉球 大 学 工学 部 の ご 協力 を いた だ き , 本 誌上 で は ,「 LSI 
デザ イン ・ コ ン テ ス ト nn 沖縄 2007【 主催 : LSI デ ザイ 
ン ・ コンテ スト 実行 上 員 会 , 共催 : 琉球 大 学 工学 部 情報 工学 
科 , 沖縄 産業 振興 セン ター, 沖縄 産業 支援 セン ター, フロ 
ム 沖 縄 推進 機構 , 半導体 産業 新聞 社 , 協賛 : ソニ ーLSI デ 
ザイ ン ) を Design Wave 設 計 コ ン テ ス ト の Student 部 門 と 
させ て いた だ いて いま す . Student 部 門 大 学 , 大 学院 , 工 
業 高等 専門 学校 な ど ) の 設計 は , 琉球 大 学 に よっ て 審査 が 
行わ れ ま し た . この 審査 を 通過 し た 10 チ ー ム が , 2007 年 3 
月 16 日 に 沖縄 産業 支援 セン ター 那覇 市 ) で 開催 され LSI 
デザ イン ・ コ ン テ ス ト nn 沖縄 2007 最終 発表 会 」 に 招待 さ 
れ ま し だ 1 チー ム は 欠席 ). 

今回 は , 日 本 以外 に 韓国 の Chosun University と イン ド 
ネシア の TInstitut Teknologi Bandung か ら , それ ぞ れ 1 
チー ム が 発表 会 に 参加 し まし た . 国際 的 な 発表 会 に な っ て 
いる た め , 修士 以上 の 学生 は 英語 に よる 発表 が 推奨 され て 
いま す . また , ゲス ト 講演 と し て , Professional 部 門 第 1 
位 の 石井 氏 が 発表 を 行い まし た. 

この 発表 会 で は , 国内 ・ 海 外 の 大 学 , 企業 , 本 誌 編集 部 


Student 部 門 準 優勝 の チー ム ま だ 見 ぬ 君 の 名 け 智 」 の 字 あ れ 
( を か ら 滝 沢 努 氏 , 神田 康博 氏 , 根尾 敦 氏 ) 


な どの 10 人 の 審査 員 が , 設計 結果 と 設計 方 針 の 二 つ の 視点 
か ら そ れ ぞ れ 0^ 10 点 で 評価 し , 総合 点 に よっ て 入賞 チー 
ム を 決定 し まし た . 


e 優勝 : Outstanding Design Award 
チー ム 日 本 正 産 京都 大 学 修士 1 年 , 廣 本 正之 , 日 向 
文彦 ) 

e 準 優勝 : Special Feature Award 
チー ム ま だ 見 ぬ 君 の 名 智 』 の 字 あ れ 千葉 大 学 修士 1 
年 , 根尾 敦 , 神田 康博 , 滝沢 努 ) 
チー ム VR46 Institut Teknologi Bandung, 4 年 , 
Muh Syafiqg Irsyadi, Yan Syafri Hidayat, Ade 


Irawan) 

e 学科 長 奨励 賞 : Faculty Chair Special Award 
琉球 大 学 修士 1 年 , 劉 志 安 ( Zheng Zhi An) 
琉球 大 学 2 年 , 本 村 健 太 


( 敬称 略 ) 


ま 。 玉 来 
本 コン テス ト の 講評 や 各部 門 で 優勝 し た 設計 の 詳細 に つ 
いて は , 次 哨 2007 年 6 月 号 ) で 詳し く 紹介 する 予定 で す . 
本 コン テス ト Professional 部 門 の 副賞 に ご 協力 いた だ いた 
株 式 会 社 ソ リト ン シ ス テム ズ 様 に 感謝 いた し ます . 
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